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 新緑の候いよいよ「令和」

に変わりますが、新たな時

代はＡＩ時代と呼ばれるよ

うに、科学の発達によりあ

らゆる分野でますますコン

ピューターによる自動化が

加速するのは間違いないで

しょう。個人的にはいささ

か不安な気も致しますが… 

しかし、この科学が発達し

た現在でも、がん治療には

まだまだ対応しきれていな

い状況があるのではないで

しょうか。 

 先日、新聞で目にした記

事です。「ステージ４がん患

者座談会」という見出しで

医師からステージ４を告知

された３人の患者さんが、

その後どのような気持ちで

現在まで過ごしてこられた

のかを語り合っておられま

した。その記事の、４９歳

女性渡辺さん（大腸がん・

多発リンパ節転移）は、告

知の時、「予感はしていたが

取り乱した。何が悲しいの

かはわからないけど、泣い

て泣いて。事実を受け入れ

ているじぶんがいる半面、

心がついていかなかった。」

その後、「最初は申し訳ない

と感じた。世話をしてもら

わなければいけないと思っ

たから。でも、人との別れ

も含め、がんは死ぬまでに

準備する時間がある。おぼ

れかけると仲間が支えてく

れた。治療と副作用のつら

さと向き合い、一つ一つ大

丈夫を重ねてきた」現在、

「ステージ４といわれて丸

３年。その時言われた余命

２年半を目標にしてきたが、

それを過ぎたら踏ん切りが

ついた。「生き切った」と。

私が経験したことを、必要

としている人たちに届けた

いという思いが強くなった」

そして、「死について考える

ことは、どう生きるかを考

えること。そういう姿勢で

みんなが死を語れるように

なれば。恐れて避けてしま

ってはいけない」 

 私と同じ年齢の、渡辺さ

んの言葉は、生まれたもの

は必ず死んでゆかなければ

ならないと知りながら、今

の自分にとって死はまだ関

係ないことと思い込み、生

きることのみにとらわれが

ちな生活を送っているもの

に対して、いのちとはどう

いうものなのかを、今一度

見つめ直すよう促されてい

るように思えます。中でも

「生き切った」という言葉

に、深い意味を感じました。

本来なら直接ご本人にお伺

いしてからの話でしょうが、

恐縮ながら勝手に解釈させ

ていただくと、彼女が今ま

で思っていた死ということ

の考えが、覆され何かこれ

までとは違った価値観が

「生き切った」と思えた後

から生じているのではない

かと思いました。 

さて、仏教には「生死
しょうじ

を

超える」という言葉があり

ますがそれは「悟りに至る」

という最終目的をあらわし

ます。悟りとは、煩悩が消

え苦しみがすべてなくなる

ことを意味しており、当然

生死による苦しみもありま

せん。先程の渡辺さんの言

葉の中に「死について考え

ることは、どう生きるかを

考えること」という言葉が

ありましたが、そこには生

と死を同じ問題でとらえる

ことの重要さが伝わります。

お釈迦様が、最初に教えて

くださったのも生死
しょうじ

は思い

どおりにならないという意

味で、全く同じ苦しみであ

るということでした。そこ

には、生きるのがすべてで、

死んだらおしまいといった

現代に多い考えは存在しま

せん。時代が令和になろう

とも、仏教の説く「生死
しょうじ

を

超える道」は不滅です。浄

土真宗は阿弥陀仏の慈悲に

その答えを聞いてゆきます。       

南無阿弥陀仏  
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 写経と法話会 妙蓮寺本堂にて 

5月 9日（木）14時～  

写経は『仏説阿弥陀経』を少しずつ進めています。（テキスト代 864円税込）  

法話会では『正信偈』を少しづつあじわっていきます。 

2019 年度 総会・懇親会 

6月９日（日）14時～  

2018年度会計報告・2019年度予定報告 その後懇親会をいたします。後日再度ご案内をいたします。 

 

                                               

 

宗祖降誕会法要（親鸞聖人お誕生日） 
 

日時 令和元年 5 月 19 日（日曜） 

    

開始 14 時～ 『正信偈・和讃』   

      

14 時３0 分頃～ご法話 30 分 2 席休憩有 

     講師 小柴隆幸 師  葛飾区 隆照寺住職 

   （毎年お越しいただいている先生です、関東エリア若手のホープです！） 

 

     ご法話終了後、茶話会（お茶菓子は本山御用達の「松風」） 

     １６時頃解散予定 

 

場所 妙蓮寺本堂 駐車場有 

   江戸川区一之江２－１７－５  お問合せ０３－６２３１－４７３３ 

 

※ お焼香を読経中に行っていただきます。  

                     

 

「令和」最初の法要です。皆様どうぞご参拝ください。 

 


